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山
口
大
学
文
学
会
規
約

　
第
一
章
　
総
　
　
則

第
一
条
　
　
本
会
は
山
口
大
学
文
学
会
と
称
す
る
。

　
　
　
　�
　
本
会
は
会
誌
の
発
行
・
学
術
講
演
の
開
催
・
学
術
普
及
事
業
等
に
よ

り
会
員
の
研
究
を
助
成
し
、
あ
わ
せ
て
会
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
。

第
二
条
　�

　
本
会
は
本
部
を
山
口
大
学
人
文
学
部
（
山
口
市
吉
田
一
六
七
七

－

一
）

内
に
置
く
。

　
第
二
章
　
会
　
　
員

第
三
条
　�

　
本
会
は
山
口
大
学
人
文
学
部
お
よ
び
大
学
院
東
ア
ジ
ア
研
究
科
比
較

文
化
講
座
専
任
教
育
職
員
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

　
　
　
　�

　
た
だ
し
右
以
外
の
者
で
入
会
を
希
望
す
る
者
は
、
総
会
の
承
認
を
経

て
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
条
　�

　
本
会
の
運
営
の
便
宜
を
計
る
た
め
、
会
員
の
外
に
購
読
会
員
を
募
集

す
る
。

第
五
条
　�

　
会
員
お
よ
び
購
読
会
員
は
、
総
会
に
お
い
て
定
め
ら
れ
た
会
費
を
納

付
す
る
も
の
と
す
る
。
な
お
、
会
費
は
年
額
一
〇
〇
〇
円
と
す
る
。
た

だ
し
、
山
口
大
学
人
文
学
部
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
研
究
科
比
較
文
化
講
座

名
誉
教
授
等
に
つ
い
て
は
会
費
を
免
除
と
す
る
。
年
度
途
中
で
会
員
資

格
の
喪
失
が
見
込
ま
れ
る
者
、
会
員
資
格
を
得
た
者
も
年
額
一
〇
〇
〇

円
を
納
付
す
る
も
の
と
す
る
。

　
第
三
章
　
準 

会 

員

第
六
条
　�

　
山
口
大
学
人
文
科
学
研
究
科
お
よ
び
東
ア
ジ
ア
研
究
科
ア
ジ
ア
比
較

文
化
コ
ー
ス
に
在
籍
す
る
者
、
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
研
究
科
を
修
了
後

一
年
未
満
の
者
は
、
準
会
員
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
　�

　
準
会
員
は
指
導
教
育
職
員
の
推
薦
を
得
て
会
誌
へ
の
投
稿
が
で
き
る
。

第
八
条
　
　
準
会
員
の
会
費
は
別
途
定
め
る
。

　
第
四
章
　
会
　
　
計

第
九
条
　�

　
本
会
の
会
費
は
、
会
費
・
寄
付
金
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。

　
　
　
　�

　
会
計
年
度
は
毎
年
四
月
一
日
に
始
ま
り
、翌
年
三
月
三
十
一
日
に
終
る
。

　
第
五
章
　
役
　
　
員

第
十
条
　�

　
本
会
に
左
の
役
員
を
置
く
。
任
期
は
一
箇
年
と
す
る
。
た
だ
し
重
任

を
妨
げ
な
い
。

　
　
　
一
、
委
員
長
　
一
　
名
　�

当
会
の
代
表
者
で
あ
り
、業
務
全
体
を
統
括
す
る
。

　
　
　
一
、
委
　
員
　
若
干
名
　�

会
志
の
編
集
、
発
送
、
会
計
等
の
業
務
を
行
う
。

第
十
一
条�

　
委
員
は
山
口
大
学
人
文
学
部
お
よ
び
大
学
院
東
ア
ジ
ア
研
究
科
比
較

文
化
講
座
専
任
教
育
職
員
よ
り
互
選
す
る
。

　
　
　
　
　
委
員
長
は
委
員
よ
り
互
選
す
る
。

　
第
六
章
　
総
　
　
会

第
十
二
条
　
総
会
は
少
な
く
と
も
毎
年
一
回
開
く
。

第
十
三
条�

　
総
会
の
審
議
・
決
議
は
多
数
決
に
よ
る
も
の
と
す
る
。
決
定
事
項
は

次
の
ご
と
く
で
あ
る
。

　
　
　
一
、
会
務
の
報
告

　
　
　
一
、
規
約
の
改
正

　
　
　
一
、
会
費
の
改
正

　
　
　
一
、�

人
文
学
部
お
よ
び
大
学
院
東
ア
ジ
ア
研
究
科
比
較
文
化
講
座
専
任
教

育
職
員
以
外
の
会
員
の
入
退
会
の
承
認

　
　
　
一
、
役
員
の
承
認

　
　
　
一
、
そ
の
他
の
必
要
事
項

　
第
七
章
　
退
　
　
会

第
十
四
条�

　
会
員
は
、
山
口
大
学
人
文
学
部
か
ら
転
出
し
た
際
、
ま
た
は
死
亡
し

た
場
合
に
は
、
会
員
資
格
を
失
う
。

　
　
　
　�

　
総
会
の
承
認
を
経
て
会
員
資
格
を
得
た
者
が
退
会
を
希
望
す
る
場
合

は
、書
面
に
て
委
員
長
宛
て
提
出
し
、総
会
の
承
認
を
得
る
も
の
と
す
る
。

�

（
令
和
五
年
六
月
二
十
一
日
改
正
）

山
口
大
学
文
学
会
志
　
第
七
十
六
巻

　 

令
和
八
年
三
月
十
四
日
発
行

	

発
　
行		

山

口

大

学

文

学

会

	

編
　
集

		

〒
753
─
8540	

山
口
市
吉
田
一
六
七
七
─
一

				



山
口
大
学
人
文
学
部
内

	

印
　
刷		

㈲
　
三
　
共
　
印
　
刷

本
年
度
委
員

　
　
　
竹
　
中
　
幸
　
史

　
　
　
横
　
田
　
蔵
　
人

　
　
　
山
　
口
　
　
　
睦

　
　
　
中
　
元
　
さ
お
り

　
　
　
藤
　
原
　
慶
　
樹
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